
関
西
経
済
を
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
大
阪
南
部
地
域

　
堺
市
を
は
じ
め
、
大
阪
南
部
地
域
に
は
伝
統
産
業

か
ら
先
端
産
業
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
企
業
が
立

地
す
る
。

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
東

日
本
大
震
災
や
超
円
高
、
電
力
不
足
と
次
々
く
さ
び

を
打
ち
込
ま
れ
る
日
本
経
済
だ
が
、
個
々
の
企
業
は

ま
だ
市
場
拡
大
、
技
術
革
新
の
熱
意
を
失
っ
て
は
い

な
い
。
自
ら
の
技
術
・
製
品
と
日
本
の
底
力
を
信
じ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、
円
高
に
よ
る

国
際
競
争
力
の
減
退
で
海
外
へ
の
移
転
圧
力
が
強
ま

る
中
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
守
る
た
め
に
は
、
熱

意
あ
る
企
業
を
支
援
す
る
行
政
の
力
も
欠
か
せ
な

い
。
大
阪
南
部
の
自
治
体
で
は
産
業
を
ふ
た
た
び
成

長
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
の
連
携
や
施
策
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

和
泉
市

堺市と池田泉州銀との合同
企業説明会（７月 日）

堺
市

岸
和
田
市
も
協
定
を
締
結

池
田
泉
州
銀
と
の
連
携
進
む

協
力
多
岐
に
わ
た
る

合
同
で
企
業
説
明
会

泉
佐
野
市

国
際
医
療
交
流
の拠点づくりへ

　泉佐野市は大阪府と 年にり
んくうタウンの泉佐野市域を国
際医療交流の拠点づくりの地域
活性化総合特区とするよう国に
申請し、同年末に指定を受け
た。３月には総合特区法に基づ
く第１次の特区計画が認定を受
け、地域活性化総合特別区域通
訳案内士（特区ガイド）の育成
事業が動きだしている。
　特区は関西空港対岸の立地条
件を生かし、魅力と活力ある地
域作りを目指す。地域の医療資
源を活用して人的交流や医療機
能の充実を促進するとともに、
医療ツーリズムなどで訪れる外
国人の増加を図って国際医療交
流の拠点づくりを進める。さら
にホスピタリティを向上してこ
の地域から関西圏の観光に訪日
外国人の誘導を目指している。

企業強力サポート

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ７月２３日 月曜日 　　

　
和
泉
市
も
池
田
泉
州
銀
行

と
の
連
携
協
定
を
ベ
ー
ス
に

し
た
企
業
説
明
会
に
よ
る
雇

用
促
進
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

今
後
も
広
が
り
そ
う
だ
。
ま

た
大
阪
南
部
地
域
で
は
昨
年

月
に
岸
和
田
市
と
岸
和
田

商
工
会
議
所
も
池
田
泉
州
銀

行
と
同
様
の
協
定
を
締
結
。

岸
和
田
市
産
業
振
興
新
戦
略

プ
ラ
ン
な
ど
を
３
者
が
連
携

し
て
進
め
る
取
り
決
め
を
交

わ
し
て
い
る
。

和
泉
市
、
和

泉
商
工
会
議

所
、
池
田
泉

州
銀
行
に
よ

る
連
携
協
定

調
印
式

右

か
ら
藤
田
博

久
頭
取
、
辻

宏
康
市
長
、

岸
脇
淳
介
会

頭▲

　
和
泉
市

大
阪
府

は
和

泉
商
工
会
議
所
、
池
田
泉
州

銀
行
と
４
日
、
中
小
企
業
振

興
を
中
心
と
し
た
「
産
業
振

興
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
結
ん
だ
。
和
泉
市
や

和
泉
商
工
会
議
所
が
金
融
機

関
と
産
業
振
興
連
携
協
定
を

結
ぶ
の
は
初
め
て
で
、
池
田

泉
州
銀
行
が
自
治
体
と
連
携

協
定
を
結
ぶ
の
は

市
目
。

同
行
は
総
融
資
枠

億
円
の

「
和
泉
市
産
業
振
興
融
資
フ

ァ
ン
ド
」
を
設
け
、
市
内
企

業
向
け
に
融
資
を
行
う
。

　
３
者
の
協

力
事
項
は
モ

ノ
づ
く
り
拠

点
を
ベ
ー
ス

と
し
た
産
業

振
興
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
、
創
業
・
新
事
業
創
出
、

和
泉
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
促

進
、
雇
用
・
就
労
環
境
づ
く

り
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
事

業
継
承
や
独
創
的
な
新
技
術

・
ア
イ
デ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
よ
る
新
産
業
創
出
に

も
取
り
組
み
、
さ
ら
に
和
泉

商
工
会
議
所
が
実
施
す
る
海

外
見
本
市
の
視
察
や
商
品
買

い
付
け
事
業
な
ど
の
販
路
開

拓
支
援
で
も
力
を
合
わ
せ
る

方
針
だ
。

　
和
泉
市
は
「
ト
リ
ヴ
ェ
ー

ル
和
泉
・
西
部
地
区
」
や

「
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
」

に
立
地
す
る
企
業
と
池
田
銀

行
取
引
先
と
の
技
術
マ
ッ
チ

ン
グ
、
「
産
官
学
金
」
の
連

携
推
進
に
期
待
す
る
。
ト
リ

ヴ
ェ
ー
ル
に
は
研
究
開
発
型

企
業
が
、
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ

に
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
や

高
シ
ェ
ア
企
業
が
立
地
し
て

お
り
、
協
定
締
結
式
で
池
田

泉
州
銀
行
の
藤
田
博
久
頭
取

も
「
和
泉
市
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
町
だ
と
認
識
し
て
い

る
」
と
期
待
感
を
示
し
た
。

　
堺
市
は

日
、
池
田
泉
州

銀
行
と
共
同
で
堺
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
「
夏
・
決
め

る
！
就
職
」
と
題
し
た
合
同

企
業
説
明
会
を
開
い
た
。

年
春
の
大
学
な
ど
新
規
卒
業

予
定
者
と
、
既
卒
３
年
以
内

の
求
職
者
を
対
象
に
し
た
地

域
雇
用
の
促
進
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
堺
市
に
本
社
を
置

く
企
業
を
中
心
に

社
が
参

加
。
学
生
ら
約
３
５
０
人
が

来
場
し
、
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
た
。

　
説
明
会
は
企
業
そ
れ
ぞ
れ

が
ブ
ー
ス
を
構
え
て
、
学
生

に
自
社
の
特
徴
を
解
説
す
る

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
展

開
。
ス
テ
ー
ジ
で
採
用
担
当

者
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
Ｐ
Ｒ
タ

イ
ム
な
ど
を
設
け
た
。
さ
ら

に
学
生
ら
の
就
職
活
動
で
の

悩
み
を
聞
く
相
談
コ
ー
ナ
ー

や
適
性
診
断
を
行
う
コ
ー
ナ

ー
も
開
設
し
た
。

　
堺
市
と
池
田
泉
州
銀
行
は

年
３
月
に
産
業
振
興
連
携

協
力
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

今
回
は
こ
れ
に
基
づ
い
た
イ

ベ
ン
ト
。
堺
市
自
体
は
こ
れ

ま
で
も
年
間
２
、
３
回
の
企

業
説
明
会
を
開
い
て
き
た

が
、
金
融
機
関
と
合
同
で
の

開
催
は
初
め
て
で
、
池
田
泉

州
銀
行
も
自
治
体
と
協
定
を

ベ
ー
ス
に
開
く
の
は
初
と
い

う
。

　
堺
市
は
共
催
し
た

こ
と
で
企
業
の
経
営

者
に
直
接
参
加
を
呼

び
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
広
く
募
集

を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
手
応
え
を

つ
か
む
。
中
小
企
業

の
採
用
マ
イ
ン
ド
は

高
く
、
今
回
は
予
定

を
上
回
る
企
業
の
応

募
が
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
今
年
か
ら
新

卒
採
用
を
始
め
る
た
め
参
加

し
た
と
言
う
中
村
超
硬

堺

市
西
区

の
採
用
担
当
者
は

「
ど
う
い
う
も
の
か
分
か
ら

な
い
説
明
会
で
費
用
が
か
か

る
と
社
内
で
進
め
に
く
い
。

無
料
で
参
加
で
き
る
の
は
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
た
。


